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世界と日本の子どもたちのために―
あなたの支援が子どもたちの今と未来を支えます

セーブ・ザ・チルドレンへのご寄付は、確定申告をすることで税の控除を
受けることができます。

クレジットカードまたは口座振替にて
下記のフリーダイヤルまたはウェブサイトから
お申し込みください

クレジットカード（ウェブから）または郵便振込にて

毎月寄付

今回寄付

郵便振込口座：00900-1-120760
加入者名：セーブ・ザ・チルドレン 子ども基金

月々1,500円からの継続的なご寄付

いつでも自由な金額でのご寄付

・
・

・

※ 窓口でお手続きいただくと払込手数料が免除になります

©
 R

ath
a Y

o
u

s/ S
ave th

e C
h

ild
ren

創設者 エグランタイン・ジェブ

セーブ・ザ・チルドレンは、子ども支
援活動を行う民間・非営利の国際組
織です。1919年、イギリス人女性エ
グランタイン・ジェブによって創設さ
れました。彼女は第一次世界大戦で
荒廃したヨーロッパで、敵味方の枠
を超えて、栄養不良に陥っていた子
どもたちの支援に取り組みました。

現在、日本を含む約110ヶ国で子ども支援活動を展開。子どもの権
利のパイオニアとして、国連や各国政府からもその専門性を認めら
れ、世界中で子どもを取り巻く環境に変革をもたらしています。

子どもの権利の実現を目指して
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表紙写真：セーブ・ザ・チルドレンの支援により修繕された学校に通う子ども（カンボジア）

　世界中すべての子どもの権利が
実現された世界を目指して。

VISION
セーブ・ザ・チルドレンは、すべての子どもにとって、
生きる・育つ・守られる・参加する権利が実現され
ている世界を目指します。

MISSION
セーブ・ザ・チルドレンは、世界中で、子どもたちと
の向き合い方に画期的な変化を起こし、子どもたち
の生活に迅速かつ永続的な変化をもたらします。

©Shuja Rizvi/Save the Children
洪水で被災し、セーブ・ザ・チルドレンの支援により再建された学校で学ぶ子どもたち（パキスタン）



妊産婦と新生児のケア、感染症や栄養
不良の予防と治療、保健システムの強
化などを通し、すべての子どもやその
家族が、良質な保健サービスを受けら
れるよう支援します。

保健・栄養
自然災害や紛争などの影響を受けた
子どもや地域社会に対して、迅速かつ
ニーズに合った支援を行い、人々が日
常を取り戻したり、生活を再建したり
できるようサポートします。

緊急・人道支援
すべての子どもが質の高い教育を受
けられるよう、学習環境の改善、教員
の能力養成、地域社会の意識向上、就
学前教育の普及などの活動を通して
支援します。

教育

防災に子どもたちの声が反映され、
災害時に子どもたちが主体的に行動
できるよう、地域社会の防災体制を
強化。子どもを中心とする防災を推
進します。

防災（災害リスク軽減）

すべての子どもが生活や成長に必要
なものやサービス、機会を得られ、可
能性を発揮できるよう、直接支援や社
会啓発、政策提言を通し、子どもの貧
困問題の解決に取り組んでいます。

子どもの貧困
子どもを暴力、虐待、搾取から守るた
めの取り組みや、安心・安全に成長で
きる環境づくりを、行政や地域社会、
保護者、子どもたちなどさまざまなス
テークホルダーとともに推進します。

子どもの保護

子どもを取り巻くあらゆる課題に、世界中で取り組んでいます

■ は公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンが駐在員を
　　派遣するなどして事業を実施した国や地域

日本を含む約110ヶ国で活動

■ 2024年にセーブ・ザ・チルドレンが活動した国や地域

2024年、セーブ・ザ・チルドレンが
直接支援を届けた子ども

大人も含め6,607万809人 
4,117万8,657人4,117万8,657人

96%が、世界中の
子どもたちのための
事業費に充てられています。

経常費用35億611万円

2024年度会計報告

96%
事業費

4%
管理費



日本国内での活動事例海外での活動事例

緊急・人道支援

子どもの保護 保健・栄養

人道危機が深刻なパレスチナ・ガザ地区、ルーマニアやイエメン、シリア、
バングラデシュ、モザンビーク、南スーダンなどで子どもたちやその家族へ
緊急物資や食料支援、子どもの保護、教育、保健・栄養などの分野で支援し
ました。また、トルコ・シリアなど地震の影響を受けた子どもたちへ精神保
健・心理社会的支援を実施しました。

教育 子どもの貧困

パキスタンで、学校に通えない子ど
もたちに学用品を配布したほか、モ
ンゴルのすべての子どもが教育の
機会を得られるようインクルーシブ
教育を推進するなど学習環境改善
の支援などを行っています。

すべての子どもが生活や成長に必要
なものやサービス、機会を得られ、可
能性を発揮できるよう、バングラデ
シュやモンゴルの若者へ起業・就業
に関するスキル向上支援などの事業
を実施しました。

カンボジアの小学校で子どもに対
する暴力の根絶と予防を目指し
活動したほか、モンゴルでは女子
を暴力や搾取から保護するため
の活動を行いました。

ベトナムやウガンダで子どもたち
の栄養状態の改善を目指し、生計
向上支援や栄養不良の早期発見
のための取り組みなどを行って
います。

能登半島地震・豪雨
緊急復興支援

（海外・国内での活動事例は、2024年度年次報告書より抜粋）

子どもを中心とした防災
自然災害などの緊急時に備え、子ど
もと大人双方に防災イベントやワー
クショップ、研修などを実施したほ
か、佐賀県と熊本県の放課後児童ク
ラブ（学童保育）計108ヶ所へ防災
備品を提供しました。

経済的に困難な状況にある世帯へ
新入学や高校生活のための給付
金、新生児育児用品、体験の機会提
供などのほか、長期休暇期間の子
どもの食を支えるために、のべ約1
万世帯へ「子どもの食 応援ボック
ス」を届けました。また、制度改善に
向けた啓発や政策提言に注力して
います。

子どもの貧困問題解決

国内外の子どもたちを取り巻く状
況には多くの課題があります。さ
まざまな問題の根本解決を目指
し、政策や政府の取り組みに子ど
もの権利が基盤として位置づけら
れるようアドボカシーに取り組ん
でいます。

アドボカシー

能登半島地震の被災地域に入り、
衛生用品や遊び道具などが入った
緊急子ども用キットの配布、学校な
どへの備品の提供、給食補食支援
といった、さまざまな支援を行いま
した。また、子どもたちが安心・安
全に過ごせる空間「こどもひろば」 
を実施しました。奥能登豪雨の被害
のあった地域では、ニーズにあわせ
た支援活動も行いました。




